
当プロジェクトでは、2023年3月に公表した を少しでも広く

知っていただこうと、冊子を携え、さまざまなお仕事、お立場の方々と議論を重ねてまいりました。三巡目となる

2025年は、いっそう大胆に、そして着実に、これを社会各所で実践につなげることを展望していきたいと考えていま

す。

今年の公開勉強会は、名付けて、提言を「生かす！」シリーズとして実施してまいります。随時このサイトでお知

らせいたしますので、奮ってご参加ください。

全国で勉強会を企画・共催してくださる方からのご提案も、引き続きお待ちしております。

また、昨年来、「学際的な人文知と、実践現場の知見を結集した、包括的な文化政策学を構想したい」という当プ

ロジェクトの原点に立ち返り、資料集の刊行をめざした共同研究も進行中です。

第１回　「分母としての文化政策」を実践することの難しさについて
―― 尼崎市の経験から

　
日時 3月11日（火）14：00～16：30（予定）
会場 京都大学芝蘭会館別館2階 研修室1（アクセスは ）およびZoom
　
発話 立石孝裕氏（尼崎市総合政策局文化・人権担当部長）、苅田昭憲氏（尼崎市文化振興課長）、原田絹子

氏（尼崎市文化振興課係長）
　～全員討論　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
★ご出席の前に、当プロジェクトの提言「社会の分子ではなく、分母としての文化政策」をご一読くださるよ
うお願いします（提言冊子は ）。当日の議論は、全員がお読みになっている前提で進めさせていただき
ます。
また、「尼崎市文化ビジョン」については をご参照ください。

ご参加について　　　

参加無料・事前申込み制（募集定員 会場30名・オンライン15名／先着順／最終締切り 3月6日（木））

ご参加希望の方は からお申込みください。
オンライン参加の方には、お申込み時に登録されたメールアドレスへ前日にZoomミーティング情報をお送りしま
す。勉強会中はZoomのカメラ機能でお顔の見える状態にしていただき、会場の方々と同様に議論にご参加くださ
い。（カメラをオンにできない場合はお申込みいただけません。）

お問い合わせ

（新しい文化政策プロジェクト事務局）

2025年勉強会シリーズ　　

提言「社会の分子ではなく、分母としての文化政策」

こちら

こちら

こちら

こちらのフォーム

cp_project@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp

http://www.shirankai.or.jp/facilities/access/index.html
https://cp.educ.kyoto-u.ac.jp/cp-pro/common/pdf/20230304_policy.pdf
https://www.city.amagasaki.hyogo.jp/shisei/si_kangae/si_keikaku/1008076/1008138.html
https://forms.gle/pYXyo3nqAVCjGDYZ7
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